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ス 解ミ．！レクはすぐれ燐鹸・ 一抑シウム源と して・』『咽は198・年10月2i日より81年3月・2日緬廻
・1

栄養価値は高い。訳為ビタ亙シB讐．β2郵多ざ含々でセ・☆回ずづ題冬休曳捻除く≧隊食実験を実地レた。∫、・．1、丈・

る％動物棄験琴於いてもスキムミルクは餐乳に劣ら二な　こ』、丁園匪・．M園！にっいては1980年珍月，81年11月中の保育

1ヒ’ことが翻された2’3い旅育職館於いてス払 『 所の行碑挙群鞭郷1鴫 髄雌黙を雌
ミルクを用いている保育所と年琉使用め保育所園児め身　 した。

体殖蹴率題つ嘆比脚燃野4｝塑 の雛 で　噸では備励纒叡O脳2歳妃あみ…餉無
犠醐の間噸のない碕またカノ吻ムの柳． ・脚年卿2騨顛尽伽こ蠣施晦）融
解スキ磁卯レシウ、ム曙群岬6鷺秘？が ，、こ丁即ま吻そ静で聯鯵騨多レ・はだ・曾
多く・そ碑蝦取騨が・4φ％剛し・轍群聯％ 月は牒員破晦多く・．．始蝉力が浦られない等
で所要量に満た途ゼも卑が多頭・、った皇』しかし各キみ．ミノレ 1トの理申葬よ2蚤新年摩に解塑する、1こどとし，ようやくi

そは牛著雌較して〆 解鱗等響卜騨勘か こ198年7月1聯臓lllAゴ
… ，、証1

争尋貯すヤ刃”ま遡そ碗郷た風騨よ騨養』 3｝r蝋騨一グ跡鯛製　　，、　、
鱒や甦燗熊饗によ廼 卵年代騨、9次、ぐ，㍗，拠，卜，卿慰は苓静ミ解を麺とじ，フ・1

弊牛乳に切りかえられる継なった・日本の蔽経ッピー一グルトメーか及びフ、・ッピーカルチヤ構

齢璃れ叫こ拍単脚・、・965年磯5噂駕』用磯ll・ll ll・㌧・ll　 11f二
国go％の保育所で使肌1ていたも碗宝漉在ではそ碗　．最初ブ断府と’して，瀧鮨加の爺グルト棚

程度にまそ減少している。　1・之1　∵　　　　一∫・些　「製し1・五，㌃及びMみ3園そ与え』更みた処1表1のよう

て♪。し凪解礎ぺたよ＝うに・給食用スキムミノ吻燥 1［rlに聯るも碗噛でゆ2％廠伽敵は賜轍
養的に勝れていることは勿論，食晶公害の懸念も不必要　　にみられ，また残食をするものが70％前後に及んだの

で難な・そして牛乳にくらべ噸勲麺難乳29・m’寄本実験には薦脇％添加し畑のを用いる寵と1じ
40～50円・スキムミルク22g（200m♂〉 10妙12円） である　　た。

かち全国の保育所でもらと利用すぺきではなかろうかと　　 またみがん缶詰を士人2σgずつガ1、薦糖5％添加皇典グ
考え・たづ 』r「1 ∫『　 1　 　』　 r　

」” ト　　ルトに加え，フルー躍入、り 訂■グル、ト として供与し1；’12

気たまたまフロジぜ一ヨーグル トメーカー及びマ亘ジビ　　％スキムミルク溶液の場合と嗜好； 摂取最を比較した。

一カルチャーの試用試験の依頼を受けたので， これを試　1・① 、言」グル トの処方 弘 ”』1
』『”、1’

用 してお一グルトを調製し， 保育所園児の受容度を調査　　　　温水（42℃）　　　　工4につき　 『、ll、λ 二，、、．

したのでこれを報告する。 ・・ 　　”　　1∵　〆 ”　　　　　スキムミルク　 』L一．120、9（12％）1、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薦 、㌧ 1． 1㌧』』・，1 50gr』（5％）、

　E　研究方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨーグルト菌F lrr『』1r59（メ 一力一指示）1、∵1

二・二1）研究対象　　 　　ド　い　 　　　　　　　（フロッビーカルチャ漏，菌種は81頁参照）麻

、下記のA，Tl：M3保育所の幼児を対象としたる 　　．② ヨーグルトの作り方と供与方法 1毘C、：『▽．

・：11“A園 1西4歳児　　22名 　　　　　』 一　　　ゴフロッピー容器に材料を入れ通電。 3時間半解遅時間
r・’｝・丁園r 3～5歳児 　40名　　　多 　「”、 ・　放置（42℃）出来上りを確めて取出し，容盟を水に浸し1
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て常温程度に冷ま した後，． 冷蔵庫に穆じて翌日のおやつ

まで保管。

・おやρ用として 1人10qgずつそのまiま｝域いは果物，

貿マセピドなどをまぜて供与したお1 二W　．

り14〉、喫食状況及び摂取貴に？いて1：、・

，支・：・㌧』・∫・入試

　喫食状況及び摂取量について麟lll担当保母に観察ど記

録を依頼した。』塾♪二 、 二　　　 　（び鰹）き、1

　①ヨーグノ謄喫食状況の評価 幅＝∴遇
　園児のたぺ方をイ薯んで』，「普通」，「やや嫌がる」，

「嫌がるまの4段階に分けて評価した6 ボく二一

　②（驚為亥瀕トの摂取量ド ㌃ ・M』r…言r＝＝’）

　残量の観察によちて摂取量を箕出｛じダi全量ヂ冤，％，

脇蒲嬉，一少週診0の、7段階に区分／じて記録することを依

　　　　　、・　・「き、i

1－ l』1㍗　へ、r『 乙1 ・』 r”㌧｝』’ ンr』．パガf』 ’｝ン l　F壌 卜奮ヴ
、無 解穂撫泌名。玉：町、1、三！㌧．終

，旨ノ♂、，，：．

供食試験期以外の時；ぞ即ち平常時はA豫騨単園に於摂

はおやつに牛乳又は市販の糖添加ヨ［グルトを供与．し浄

丁園では休キムミルク又は市販の糖添加ヨーグォレ1ドを用

いて弊る。』』“八［』i・済111・∫r「▽1・』1∫こ1、競鯨魯・r へ ・こ、～究
二－一

』1試験用ヨ←グ西1トすなわちブゼ≒ン，4薦糖・5％添加餅

みかん缶入りの3種の望一グル トにゆ矯て園児の好み，二

摂取量をみると衷1のようである。
　　　。　　　　　　　　　　　薫ぞく溌＝鰹　柱
　1）フレーンヨーグルト

　スキムミルクを常用していた丁園ではlr醤ん憎」たべ

るものが他にくち採て著 しτくi多於42倶％1に及ん㍉だ が，

「全量』摂取したものは瓢保育所児の7岱5％よiりも低か

った。また，A園では嫌がるものの比率が他にぐちべて
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著しく多く42ピ1％に及び， 「全愛」摂取の も．のは呂3・3％

と煙保育所をこくら曇て著しK低か逐た♂㌧二、丁顛・：じ・
、

　日常牛胤及び薦糖添加ヨーグル：ドを用ヤ｝ている汽及び

M園突に「甘＝くな硫」』「粉づぽい↓「ねち々ねちゃ、してい

や」などの声が子供達からきか雅た¢二．確かに牛乳がら調

製したヨーグルトに比較 して・「粉f〉ぽ恥」 r「匿舌ざわりが

ねばくしていでさらりとしえ感触がない」・とい．う 保母の

i評価も子像達と同じであづた。 『… 　，・。・一、：』㍗ぐ

　不キム ミノレグを溶液で与え疫場合レこく、ら 尋て1（第、L表

’下段）ブレrγヨ［グル トの場合は喜ん苅摂取する比率

がへ・丁園共に侮かづた。きまた全盈摂取の ものの比率も

伺様に低かうたるこれは乳酸醸酵によづて生じた乳酸の

酸味がスキムミルクの溶液に加わ華たために，ミ1そのまま

では子供に好まれなかった・ので嫉なかろう1かび或いは

．スキムミルク溶液の100m’は子供にとってブレーソヨー

．グルト100gより摂取じやすか言たのかも知れない。

　・2） 、，5鬼蕨糖入り員→グル：トベ＾：… ∴1ド、掛

　，15％の薦糖添加Kよろて∫ン「醤んで」 たべるものが13

園共増加し，「ふつう山を加えるとA双ぴ丁園の受容度

睦ま80％以上に達し，1・やや低かうたM園でも80％近くに達

している6　　　”』真 』』　』鼠　、

　また全量摂取したものの比率もブレーン1ヨ㌘グ々トの

＝場合よ り著レく上昇した。・スキム、ミルク液に比壁レても

　「喜んで」摂取㌻た比率は著、し、ぐ高’くご乳A全量摂取髭たも

・のも多かったo　、』 ⇒γ　　』たご 1一 』牢，、葺怠

　スキムミルク 溶液を中心にしてブ1ヒr一γヌ 甘グ～セ杢の

場合は受容性が落ち，これに5％蘇糖を添加すると溶液

そのものよりむしろ受容性が高まることは甘味，酸味の

組合せ比よる受容性の上昇という観点から興味深い。

　次に保育所別に対象児の受容態度を検討してみたい。

　①　A園について

　爽験期間の最も長かったA園について5％糖入りヨー

．グルトの受容態度の記録をみると次のようである。

　たべ方に対する4段階の評価の中，毎回「喜んで」食

べた園児の比率が最も高く，半数上を占め，「普通」を

1加えると80％以上がこれを受入れており「嫌がる」回数

・は最も低く，与えた全回数12回の中，．5回以上嫌がった

ものは全くみられなかった。

　テスト期問が冬期にわたったために，風邪その他で休

’室者が多く，またそのためにせっかくよろこんでヨーグ

ルトをたべても吐くものも2例程みられた。

　智一グルト摂取を比較的長期に追跡することのできた

22例の園児のたべ方をみると毎回「喜んで」或いは「普

、通」に問題なくたべてきた園児は半数の11例，最初は嫌

がったが2～3回目以後からは「普通」に或いは「喜瓦

で鵡たべた一もの・3例〆残りは日によって喜こんでたべた

り，嫌がったりと、むらでありた。 、ごコ・，・・

　． しかし全期間を通、して』「嫌がる」／ものは王例もなかっ

たずこ；期』こ沼 ド’“ ［・ ∵
・〆　己∵

・1②～・丁園について、』、∫・
、、

暮丁園では5％蘇糖入．り年｛グル トを喜んでたべだi瓢

の，、全量たボたもゐがβ園中最も多く，』また嫌がったも

のは全くなかウたよ「おレ）㌦じいね。ふとい6てお代わりを

ほしがったものも5例程みられた。
　　　　　　　　　　　　　　

！6 　『・㍉　　二’ 　　iリ

　ヨーグルトの受容度に対し，年齢別に何ちがの傾向が

み られるかどうかをみた薦皇今回は例数が少なかったの

で特徴ある傾向は見出せなかづたるビ！ 』村コ
’∴ M園についてや・・ギ1・．、、．

、．全体としていやがるものが1・ 3園中最も多 く，1、よろこ

ん酒たぺた園児は半数にすぎなかづたる ： しかし， 潟0％以

上¢）園児が全量たべてお、り．羨全然たべなからたものは全

《なカ㌔った5♪巳 、、」r

』
＝、

、こ班L∫』」シィ∋　

　特殊な例として市販のヨ勢グル、トはあまりだべない

がが ス雫ムミルクヌ然グ沙1卜二はよくのむ，1或いは最初の

2～3回は「まずrい。」といちてたべながゐた園児が全

部たべるよう になうたことなどが報告されている。！

1ミ・また埼「こげく・さい6」といづた園児のあることが記載 さ

れていたが，これはスキムミル4を溶解，lr加熱する際に

あるい獄；がした可能性が考えられる6 牛乳にくらべて

加熱の際にこげやすいのでヂスキ盗ミルクヨ箏グル、ト調

製上注意しなければならないことである。、

　M園では対象を1～2歳児にしぽったこと，”これまで

砂糖入りの市販自一グルトを毎日与えていたことなどに

より，甘味の少ないスキムミルクヨーグルトに馴染まな

かったのかも知れな いo

　更㌍ヨーグルトの作り方や与え方に創意工夫をこらす

ことにより多少これよりもよく受入れられるようになる

ので昏まなカ、ろうカ、。

　3）5％簾糖入リヨーグルトにみかん缶（20g）を加

　　えたものについて

　みかん儀のシロッブを除き，その内容をそのまま，5

％薦糖入りヨーグルトに加えたものはA，丁園とも70％

前後によろこんで受入れられており，やや嫌がったもの

が10％内外であった。また90％前後のものが全量たべて

いた。

　保育所別にみると平均値に於てはA園では5％薦糖添

加のものより「喜んで』たべたもの「全量摂取したもの」

がやや上廻り，丁園では略同値を示していた。

　この他供与回数が少ないのでみかん缶以外は衷に記載

していないが，みかん街（10g）とりんご刻み（20g），
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丞ナナ刻み（30g），・1ジヤム‘．（2αg），．1・ヤ＝マ・ソ舷ド’（20！ぎ）

などもヨーグルトに加え．て与えてみたず冴 1、：㌧▽’1湊

みかん缶とり1んご刻みは対象園児の92％に好まれた。

またパナナやジヤム，マーマレード入りのものは3回供

与の中，3回とも「喜んで』たべた竜のが少なく」その平

均値は前者30％lr後者50％と予想に反む《あま り喜ばれ

なかっ鵡』恐らく，白←グルートど果物のもづ味の対比，，口

当りなどに影響されるのではなかろう、か6・べ・プ・〉一＾三1 『
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・1・』i・）フ戸寧．ビ←メ．←カ÷を用いて簡単に市販品に劣ら

ぬヨーグルトを調製することがきるよ1F乏・’ i同

　2）スキムミルク溶液とブレーソスギ公ミ ルグヨ←グ

ルトを比較する：と八P；丁園共に「喜んでたべる」1』「全量

摂取する」＝とも溶液を不廻づていだが卿15 ％簾糖添加・し

た場合，差更にこれにみがん缶詰を加えた揚合には受容度

は80％以上に上昇し，全量摂取例も85％と多：く、，r溶液の

場含Jrり沌よく受入れられていた乙製ひJ ▽、r・ン《、ト

、． 叉年齢による好みド摂取量の差に？いては今回は31

はらき．り： した傾向は見出せながらたδ・＝冨1 ∴rド 』1　、・

　4），保育所別にみるとスキムミルクを常用し《いる丁

園楚はプレ←ソヨ烏グル トの場合踏・賜他の保育所より

よ1く受入れ られていたざご彩 炉1職酷駈〕』こく』乱弓ンr．

、” かし許牛乳を常用しているA濁M園では受容度∫3摂

取最共に丁園より 一ド廻っているひスキ ムミ：ル汐の溶かし

方，ヨーグルトの調製法の工央と練達による改善め余地

は残されている61
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